
 

１０月２８日   白谷雲水峡（屋久島）        和田 千惠 

山 名 白谷雲水峡（屋久島） 山行名 屋久島・九州南部 

ルート 太鼓岩コース途中の苔むす森～弥生杉コース 

山行日 2021年 10月 28日 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー： 山下隆        サブリーダー：全員 

男性：竹原             

女性：上田、大林、竹原、和田             

合計： ６ 名  
ルート概略図 
 
白谷雲水峡登山口→さつき吊り橋 

       ｜ 
白谷小屋 

            ｜ 
          苔むす森 
            ｜ 
          さつき吊り橋 
            ｜ 

登山口←弥生杉 
 
 
 

 
   
 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

登山口 
集 ９：00 

弥生杉 
着 12：20 

発  発  

さつき吊橋 
着 ９：35 

登山口 
着 12:45 

発  発  

白谷小屋 
着 10：00 

 
着  

発 10：20 発  

苔むす森 
着 10：30 

 
着  

発 10:45 発  

弥生杉入口付

近（昼食） 

着 11：45 
 

着  

発 12:10 発  

山行報告 

白谷雲水峡は、標高 600M～1050M のヤクスギなどの原生的な森林と苔に覆われた深い緑のハ

イキングコースで、宮崎駿作品「もののけ姫」の舞台として知られ、自然休養林に指定されて

いる。 

登山口まではくねくねと曲がった道路をレンタカーで走り、駐車場には「わ」ナンバーがほ

とんどである。登山口で入場料を支払い、よく整備された階段を登る。山奥から流れ落ちる清

流の透明さと水量、岩の大きさに圧倒される。透明な水面を覗きながらさつき橋を渡ると、急

な石段が迫って急登になる。アニメの舞台となった苔と杉の根っこが絡まる道が続き、公認ガ

イドに案内された登山者も多く挨拶を交わしながらすれ違う。苔に覆われた谷を見上げる場所

では、薄暗い中で木漏れ陽が射す深い多様な種類の苔の緑の美しさ、神秘さが映画を思い起さ

せる。途中には川が流れ、こわごわ渡ると、水中の石でバランスを崩し、川にはまってしまっ

た！とは言うものの、何とか足を濡らさずに済んだ。 

太鼓岩まで行く予定だったが、時間を考えて「苔むす森」までとし撮影タイム。弥生杉コー

スに変更して引き返した。弥生杉コースに入るとすぐ、ちょうどよい広い道で腰かけられる場

所が見つかり、ランチタイムとなった。宿で頼んだ、から揚げやサバの塩焼きなどの入ったお

にぎり弁当、450円でおいしくて安い！弥生杉まではすべて木の階段や敷石で整備され、橙色の

つやつやした「ヒメシャラ」の幹を眺めながら、オゾンいっぱいの中を駐車場にもどった。 

西川洋・伊藤多恵子さんは宮之浦岳の縦走の初日に本コースを経由しているので、別行動。 

レンタカーにて、島を一周した。    

 ヒヤリハット  ナシ。 

 



 

 

 

 

 白谷雲水峡鹿の宿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白谷雲水峡苔   


